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ヘッドライン　パターン形成の科学
　一般的な化学反応は，反応物を混合すると均一に反応が進行するが，振動反応と呼ばれる
化学反応では，周期的な色変化が観察されたり，シャーレの上で模様が生成したりする。そ
のため，高校生の理科クラブなどで実践されることが多い。このような周期的な規則性のあ
る現象は，金属樹，シマウマの縞模様，心臓の拍動など，様々な場面でみることができる。
　そこで，代表的な振動反応であるBZ反応とその仕組みを解説するとともに，細胞のエネ
ルギー代謝，細胞集団がどのように周囲を認識するかなど，化学と分子生物学や生物物理学
を関連付けるような視点からも紹介する。このような親しみやすい話題は，教員にとって新
鮮であり，授業で生徒を惹きつけることが期待できる。
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次号ヘッドライン 色の化学

　大分上野丘高等学校は，校歌の冒頭で「みはるかす国碩田」と歌われるように，
広い大分平野を見渡す台地の上に立っています。1885 年に開校した旧制大分中学
校を前身とし，来年度創立 140 周年を迎える大分県で最も長い歴史を誇る高等学校
です。「実力と気品とたくましさ」を校訓とし，伝統文化を継承しつつ，生徒が自
ら考えて行動し，常に新しいことに挑戦する姿勢を大切にした，活気ある学校で
す。

表紙の言葉　大分県立大分上野丘高等学校
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